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の深化・拡張を行った上で作成されたもので、 6 章で構成されている。  
第 1 章が Introduction で研究の背景、既往研究、研究の目的と研究の独自性などを述
べ、研究第 2 章と 3 章が「History and Characteristics of Real Estate Education in 
the UK and US」で、イギリスとアメリカの不動産教育の歴史と特徴について整理・
分析し、その結果からイギリスとアメリカの不動産教育の特徴について仮説を立てた。
第 4 章は「 Finding out Mainstream and Picking up the BOK of Real Estate 
Education by Core Term Analysis 」で、RICS 認定のイギリス 14 Real Estate 学科の
必修科目と AACSB-International 認定のアメリカ 22 Real Estate 学科の必修科目から
Core Term を抽出した。そして、その Core Term から現在進行中のグローバル不動産
教育の Mainstream や BOK を分析すると共に、第 2 章、3 章で立てたイギリスとアメ
リカの不動産教育の特徴に対する仮説を現カリキュラムの科目から抽出した主な
Terms によって検証を行った。同時に、Subject distribution と Linked 2nd terms の観点から
もイギリスとアメリカの不動産教育の特徴に関する分析を行っている。第 5 章は
「 Identifying Japan ’s specificities by Proximity Analysis」で、イギリス、アメリカ、
日本の Real Estate 学科の必須科目から抽出された Terms 間の Proximity Analysis 分
析を行い、イギリスやアメリカと比較した日本の不動産教育の特徴を明らかにした。




RICS 及びアメリカの AACSB－International によって認定された不動産学部教育カリキュラ
ムの分析を同時に行い、両国の不動産教育における特徴の確認とコア用語を用いて現代のグ
ローバル時代における不動産教育の Mainstream を把握したことである。その分析過程で既




最終審査は 1 月 28 日（火）に主査と副査 3 名が出席して行われ、各種質問に対して
適切に対応した。  
 
以上の結果、金東賢は博士（不動産学）の学位を得る資格があると認める。  
 
 
